































































•「What should be done after 9 years? - The current situation of 
Fukushima food products from a market point of view」『Session4:Busi-
ness Interest In Emergency And Recovery Phases』OECD/NEAWorkshop 

















ンタビュー 居心地がいい懐の深さを」『朝日新聞』 2020年 2月22日。
















理教育』第907号， 82~87頁， 2020年 3月，歴史教育者協議会
・（秋本光陽と共著）「少年司法における科学主義と社会学的概念」『社会学ジ
ャーナル』第45号， 19~40頁， 2020年 3月，筑波大学社会学研究室
【学会報告】
・「つながり過剰症候群の時代一流動化する人間関係の光と影ー」日本外来小児














ン (6面）， 2019年 7月6日
・「同調圧力と学校文化ーいじめ問題と生徒指導に通底するもの一」『教育展望』
第65巻（第 8号）， 46~52頁， 2019年 9月，教育調査研究所
・「反転する時代精神(1)一保守化する若者のこころー」『日本教育』第491号， 22












~23頁， 2020年 1月 1日， 日本教育会
・「それでも幸せな，日本の若者たち。ー特集・ニッポンの肖像ー」『潮』第732
号， 88~94頁， 2020年 2月，潮出版社
・「現代の日本に広がる新たな心性ー変貌する同調圧力の社会背景ー」『幸いな




















体制の正体』柏書房， 2016年」『戦争社会学研究』第 3号， 2019年
・（書評）「深谷直弘著『原爆の記憶を継承する実践 長崎の被爆遺構保存と






















カ」を講義。① 2019年 8月13日放送。② 2019年 9月25日放送。③ 2019年10

















































・ ZHOU Xiao, 2019, Child Sexuality in China's Legal System, Asian Law 
and Society Association 4th Annual Meeting (Paper presentation), 













・ "The Professionalization of Japanese Female Doctors", Proceedings of New 
Perspectives on Nursing History: Women and Care in East Asia, 14 Febru-
ary 2020, Duke University, Durham, North Carolina. 
・「「妻たちの花柳病」問題における女医の役割 竹内茂代による「花柳病二







NPO法人PILCONMEETUP Vol. 3, 2019年8月5日．
0織田孝裕
【著書】
・「いじめの対応とグループトレイニング」畠中宗一編『共に生きるための人間
関係学～「自立」と「つながり」のあり方～』金剛出版， 2020年2月
【論文（査読あり）】
・「昭和期の家庭内暴力とは何であったのか～M-GTAを手がかりとして～」『立
教社会福祉研究』第39号， 2020年 3月
【その他】
・日本LD学会第28回大会シンポジスト「発達障がいの二次障がい～ゲーム依存
について～」パシフィコ横浜， 2019年11月10日
0宮前健太郎
【研究ノー ト】
・「明治初頭における公衆衛生をめぐる啓蒙に関する一考察 ー小新聞の投書欄
に着目して一」『社会学ジャーナル』 45号 筑波大学社会学研究室
［学会報告】
・「延命医療言説の変遷に関する社会学的研究 胃ろうの大衆化とその批判的
言説を例に」コメンテーター：天田城介氏， 日本社会学理論学会第14回大会修
士論文フォーラム，東洋大学白山キャンパス2019年9月8日
94 
